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（別 紙） 
 

 
玄海原子力発電所 玄海変電所における火災発生について 

 
１ 事象発生の日時 
  ２０１９年１２月１０日（火） １５時５８分 
 
２ 事象発生の場所 
  玄海原子力発電所 玄海変電所 
 
３ 事象発生の状況 
  玄海原子力発電所において、２０１９年１２月１０日１５時５８分、正門守
衛所に設置している火災受信機に、原子炉施設ではない玄海変電所（玄海エネ
ルギーパークや原子力訓練センター等へ電源を供給する設備）の火災を知ら
せる警報が発信し、同変電所で発煙を確認したため、１６時１７分に公設消防
へ出動要請を行った。 
その後、１６時３８分に同消防により、消火の必要はなく鎮火していること

が確認された。 
（添付資料―１） 

 
４ 事象発生当日の作業状況 
・当社は、唐津横竹線２号線に接続されている他社電気設備の点検に伴う同２
号線の停電作業、及び同２号線につながる玄海変電所から受電している発電
所構内の工事用電源設備点検を実施していた。 
・発電所員が、工事用電源設備点検のため、玄海変電所内の受電用遮断器（M-
100）に三相一括接地器具を取り付けていた。 

・他社電気設備点検作業終了に伴い、唐津横竹線２号線通電後、発電所員が玄
海変電所の遮断器（6-20）を投入したところ、同遮断器(6-20)が瞬時に開放
され、受電用遮断器（M-100）盤裏付近から発煙を確認した。 

 
 ＜時系列＞ 
 ２０１９年１２月１０日（火） 
      ７：１０  玄海変電所停電操作開始 
              受電用遮断器（M-100）、遮断器(6-20)他「切」 
      ８：３６  玄海変電所停電操作完了 
     １１：００  受電用遮断器（M-100）の検電 
     １１：０５  受電用遮断器（M-100）に三相一括接地器具取り付け  
     １５：００頃 唐津横竹線２号線復旧開始 
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     １５：２０  玄海変電所復旧開始 
     １５：４４  唐津横竹線２号線通電 
     １５：５８ ・遮断器（6-20）「入」 
           ・遮断器（6-20）瞬時「自動開放」 
           ・主要変圧器の過電流継電器の動作確認  

「唐津～横竹線故障」警報発信 
      ・火災警報発信（正門守衛所の火災受信機） 
１６：０９  現場から連絡を受けた当直課長が専属自衛消防隊へ 

出動を指示 
     １６：１７  専属自衛消防隊が発煙を確認し、当直課長から公設 

消防へ出動要請 
     １６：３８  公設消防による鎮火確認（消火活動なし） 
 

（添付資料―２） 
 
５ 玄海変電所内の配電盤等の点検結果 
・主要変圧器の過電流継電器が動作しており、監視制御盤には、「唐津～横竹
線故障」の警報が発信していた。その他の警報については発信していなかっ
た。 

・配電盤内の受電用遮断器（M-100）裏面周辺に焦げ跡が確認された。また、
受電用遮断器（M-100）裏面の外装のパンチングメタルに穴が確認された。 

・受電用遮断器(M-100)の内部を確認した結果、１次側電路及び取り付けられ
ていた三相一括接地器具に、損傷や焦げ跡が確認された。 
また、受電用遮断器(M-100)の２次側接地端子に取り付ける計画としていた
三相一括接地器具が１次側に取り付けられていた。 
・配電盤以外の主要変圧器、監視制御盤、直流電源装置、コントロールセンタ
等の電気設備を点検した結果、異常は認められなかった。 

 
（添付資料―３） 

 
６ 推定原因 
  火災発生の原因は以下のとおり推定される。 
・遮断器(6-20)を投入した際に、受電用遮断器(M-100)の１次側に三相一括接
地器具が取り付けられていたことにより、三相短絡を引き起こし、三相一括
接地器具が焼損し火災が発生した。 

・主要変圧器の過電流継電器の動作により、瞬時に遮断器(6-20)が自動開放
され三相短絡は止まった。 

 
（添付資料―４） 
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７ 事象発生要因 
  火災発生の原因である三相短絡の要因は、以下のとおり推定される。 
・工事用電源設備点検の担当者は、点検にあたって、受電用遮断器（M-100）
の２次側接地端子に接地器具を取り付ける手順となっていたが、誤って１次
側接地端子に取り付けた。 

 
 玄海変電所内の配電盤に設置されている遮断器のうち、主要変圧器につ
ながる受電用遮断器（M-100）は、２次側接地端子が盤表面に、１次側接
地端子が盤裏面に設置されている。 

 一方、受電用遮断器（M-100）以外の遮断器（M-110～M-200）は、２次側
接地端子のみが盤裏面に設置されている。 

 
・玄海変電所を受電するにあたり、三相一括接地器具は１次側接地端子に取り
付けていないという誤った情報が、受電操作担当者（遮断器（6-20）投入操
作）へ伝わっていた。 
さらに、受電操作担当者は、自ら目視で確認することが手順書に明記されて
いなかったため、目視確認を実施せず、１次側接地端子に接地器具が取り付
けられていることを見逃した。 

（添付資料―５） 
 

８ 今後の予定 
  玄海変電所配電盤の点検を実施し、損傷部位の修繕を行う。 
 
９ 再発防止対策 
 （１）玄海変電所の対策 

・全ての遮断器に対し、遮断器の接地端子や接地器具を取り付ける電路
に、１次側と２次側が明確に識別できる標識を取り付ける。 

・受電操作前に、受電範囲から接地器具等が取り外されていることの確
認を徹底するよう、目視による確認を規定文書及び操作手順書に明記
する。 

 （２）水平展開 
   ・玄海変電所以外の遮断器について、遮断器の接地端子や接地器具を取

り付ける電路に、１次側と２次側が明確に識別できる標識の有無を確
認し、取り付けられていない遮断器については、標識を取り付ける。 
・玄海変電所以外の電気設備についても同様に、目視による確認を規定
文書及び操作手順書に明記する。 

 （３）周知・教育 
     今回の事象の原因及び対策について、関係者に速やかに教育を行う

とともに、定期検査前の教育の場等において、継続して周知徹底を図る。 



4 
 

１０ 添付資料 
  添付資料―１ 玄海原子力発電所概要図 
  添付資料―２ 玄海変電所 概略図 
  添付資料―３ 配電盤の裏面状況及び 

受電用遮断器（M-100）内部の状況（外装板を取外した状態） 
添付資料―４ 玄海変電所 電源系統図 
添付資料―５ 受電用遮断器（M-100）及び配電用遮断器（M-110～200）断面図 
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添付資料－３（１／２）

配電盤の裏面状況

受電用遮断器（Ｍ－１００）

上段

中段

下段



添付資料－３（２／２）

受電用遮断器（Ｍ－１００）の内部状況（外装板を取外した状態）
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受電用遮断器（Ｍ－１００）断面図
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添付資料－５（１／２）

今回三相一括接地器具を
取り付けていた箇所
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配電用遮断器（Ｍ－１１０～２００）断面図
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